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研究成果の概要（和文）： 

墨書土器に関する研究文献データベースは、総計が 1,866 件になった（継続中）。墨書土器デ

ータベースは、全国簡易版（釈文・遺跡名・所在地・出典データ）が 108,744 点、詳細版は四

国４県、鹿児島を除く九州６県と、北陸の富山、東海の静岡、および飛鳥・藤原・平城宮出土

の墨書土器を公開した。この成果により、関東以西の墨書土器の全国的比較研究と都城との比

較が可能になった。地域研究は、千葉県市川市を対象に進めている。 

 
研究成果の概要（英文）： 
The principal investigator has been compiling a comprehensive bibliography and data base 
of ancient Japanese pottery with ink inscriptions.  Thus far, the bibliography lists 
1,866 pieces of literature, and the number of publication is still increasing.  The data 
base that the principal investigator has published on the web consists of two parts: 
abridged and full.  The abridged version consists of transliteration of inscriptions, 
site name, location of the site, and reference where published, and covers the entire 
Japan.  The abridged data base lists 108,744 discoveries.  The full data base covers the 
following regions of Japan:  all of Shikoku, all of Kyushu except for Kagoshima, Toyama 
on the Sea of Japan coast of the central Honshu, Shizuoka on the Pacific coast of the 
central Honshu, and Asuka, Fujiwara, and Nara imperial palace sites.  These contributions 
make it possible to compare pottery with ink inscriptions discovered in the capitals and 
local regions in eastern Japan, thereby putting local discoveries into the broader 
historical context.  In addition, the principal investigator has launched a regional 
study focusing on the Ichikawa City, Chiba Prefecture. 
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査で出土する木簡・墨書土器（含刻書土器）・
文字瓦などの出土文字資料がきわめて重要
な史料である。木簡については、独立行政法
人奈良文化財研究所(奈文研)によって研
究・調査され、木簡データベースとしてウェ
ッブで公開されている。しかし、木簡につぐ
出土文字資料である墨書土器のデータベー
スについては、公的機関で集成が行われてお
らず、本申請者が中心となってデータベース
の作成に努めてきた。 

 
２．研究の目的 
（1）文字史料が少ない日本古代において、
墨書土器（含刻書土器）を研究・調査してデ
ータを集成し、墨書土器データベースとして
日本古代史の基本的史料群として整備する
ことが目的である。そのためには、墨書土器
に関する各種の文献を収集・研究することが
基礎となる。歴史学や史料学においては、こ
うしたデータベースの構築自体が重要な研
究といえるのであり、本研究の一大特長であ
る。こうした事業は、日本では本プロジェク
トだけであり、独創性をもつ調査・研究と評
価できる。 
 
（2）墨書土器は日常的な意思伝達の情報で
あるが、非日常的な祭祀の場で多く用いられ
る。そのため画像データを含む日本全国に及
ぶ詳細なデータベースの構築は、在地社会に
おける古代の文字研究と宗教・思想研究に必
須のツールとなる。こうした目的のため、詳
細な墨書土器データベースを構築する。その
地域的検証として、国府・国分寺が所在する
下総国（千葉県市川市）を地域研究の対象と
する。 
 
３．研究の方法 
（1）墨書土器に関する情報収集。墨書土器
（含刻書土器）を調査・研究対象とした各種
の研究文献・報告書を調査・収集して、研究
文献データベースを作成する。 
 
（2）墨書土器について、地域別に１個ずつ、
釈読文・実測図（複写）を基礎に、遺跡名・
所在地・出土遺構・出土状況・時期・器質・
器種・寸法・記銘部位・記銘方向・字体につ
いて調査を行った後、カード形式による詳細
なデータを作成する。そして、データを電子
媒体として編成し、詳細な墨書土器のデータ
ベースを構築する。 
 
（3）全国的な比較研究を可能にするため、
簡易型データベース（釈文・遺跡名・所在地・
出典データ）を作成する。 
 
（4）墨書土器や他の出土文字史料と文献を
併用して、地域社会における意思伝達の方法

と文字文化の様相を研究する。 
 
４．研究成果 
（1）墨書土器に関する研究文献データベー
スは、研究文献と報告書等を調査・収集して
作成し、総計が 1,866 件になった（継続中）。 
 
（2）墨書土器データベースでは、詳細版の
データベース（釈読文・実測図（複写）・遺
跡名・所在地・出土遺構・出土状況・時期・
器質・器種・寸法・記銘部位・記銘方向・字
体）が、四国（徳島県 79 点・香川県 94 点・
愛媛県 79 点・高知県 26 点）、九州（福岡県
1,797 点・佐賀県 520 点・長崎県 28 点・熊本
県 423 点・大分県 189 点・宮崎県 503 点）、
北陸の富山県 2,639 点、東海の静岡県 5,609
点を公開した。この成果により、関東以西の
墨書土器の全国的比較研究が可能になった。       
墨書土器は、中国地方が弱いとはいえ、墨書
土器研究の基本的資料が検索できる条件が
整いつつある。 
 
（3）連携研究者の市大樹氏(大阪大学准教
授)の協力で、奈良県の平城宮地区出土墨書
土器 3,319 点、飛鳥・藤原地区 221 点の詳細
版墨書土器データベースをホームページで
公開することができた。この結果、地域と宮
都との比較研究が可能となった。 
 
（4）福井県、長野県、岐阜県、和歌山県の
データは作成中である。茨城県は研究協力者
の川井正一氏との連携で大部は作成済みで
あるが、まだ全域が終了していない。 
 
（5）全国の簡易版データベース（釈文・遺
跡名・所在地・出典データ）は、データの補
訂作業を並行して進行させ、現在は 108,744
点分を公開している。 
 
（6）文字資料を用いた地域研究については、
現在、下総国府・国分寺がある千葉県市川市
を中心に房総を研究対象にして進めている。 
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